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■図1　介護サービス利用者負担割合の判定基準

■表1　高額介護サービス費の利用者負担段階

65
歳
以
上
の
人

２
割
負
担

１
割
負
担

本人の合計所
得金額が160
万円以上

同一世帯の65歳以上の人の「年
金収入＋その他の合計所得金額」
が、次のいずれかに該当する場合。
①単身者280万円以上②2人以上
の場合346万円以上

本人の合計所
得金額が160
万円未満 1割負担

上記以外の場合

対象 利用者負担上限額
（1カ月当たり）

現役並み
所得者

（8月～新設）

▽世帯に課税所得145万
円以上の65歳以上の人が
いる人。
※1ただし、世帯内の65歳
以上の人の収入合計が
520万円未満（本人１人の
みの場合383万円未満）の
場合は、申請により第4段階
になります

4万4,400円

第4
段階

▽世帯に市民税課税者がい
る現役並み所得者以外の人 3万7,200円

第3
段階

▽世帯全員が市民税非課
税で、第1段階・第2段階以
外の人

2万4,600円

第2
段階

▽世帯全員が市民税非課
税で、課税年金収入額と合
計所得金額の合計額が80
万円以下の人

1万5,000円

第1
段階

▽生活保護を受けている人
▽世帯全員が市民税非課
税で老齢福祉年金を受給し
ている人

1万5,000円

■表2　食費・居住費の利用者負担額（1日当たり）

◎この特集についての問い合わせは、高齢福祉課☎（632）2977へ。
◎税の分野でも社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）を導入　10月から個人番号および法人番号
が通知され、平成28年1月から順次利用を開始します。詳しくは、国税庁 http://www.nta.go.jp/my
numberinfo/index.htmをご覧ください。問国のコールセンター☎0570（20）0178

　
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
65

歳
以
上
の
人
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
64
歳

以
下
の
人
は
所
得
に
関
わ
ら
ず

利
用
者
負
担
は
１
割
で
す
。

■
判
定
基
準
　
左
上
の
図
１
の

通
り
。

■
新
た
に
介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
発
行
　
要
介
護
、
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
人
全
員
に
、

負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
２

割
）
を
記
載
し
た
「
介
護
保
険

負
担
割
合
証
」
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
８

月
１
日
〜
翌
年
７
月
31
日
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
は
、
必
ず
こ
の
証
を
事
業
者

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
以
降
新
た
に
要
介
護
認

定
を
受
け
る
人
に
は
、
順
次
発

行
し
ま
す
。

　
１
カ
月
間
に
利
用
し
た
介
護

保
険
の
利
用
者
負
担
が
一
定
額

を
超
え
た
時
に
支
給
さ
れ
る

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の

利
用
者
負
担
段
階
に
、
「
現
役

並
み
所
得
者
」
を
新
設
し
、
上

限
額
を
設
定
し
ま
す（
左
の
表

１
）。

■
段
階
の
引
き
下
げ
を
適
用
す

る
場
合
は
申
請
書
の
提
出
が
必

要
　
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の

う
ち
、
第
４
段
階
へ
の
引
き
下

げ
の
対
象
と
な
る
人
（
※
１
）

は
、
「
介
護
保
険
基
準
収
入
額

適
用
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
８
月
か

ら
引
き
下
げ
を
適

用
す
る
場
合
は
、

８
月
10
日
ま
で
に

申
請
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
対
象

者
へ
は
、
７
月
上

旬
に
案
内
を
郵
送

し
ま
す
。

1
多
床
室
の
居
住

費
を
変
更
　
介
護

老
人
福
祉
施
設
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

の
多
床
室
の
居
住

費
が
840
円
に
変
わ

り
ま
す
。

　
な
お
、下
の
表
２

に
該
当
す
る
低
所

得
の
人
は
、
負
担
限
度
額
認
定

に
よ
る
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

2
介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す

る
際
の
食
費
・
居
住
費
を
軽
減

す
る
「
負
担
限
度
額
認
定
」
の

要
件
を
追
加

▽
新
た
に
追
加
さ
れ
る
要
件
　

①
配
偶
者
（
世
帯
が
別
の
者
も

含
む
）
が
市
民
税
非
課
税
＝
申

請
書
に
配
偶
者
の
状
況
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
②
預
貯
金
な
ど

が
単
身
で
１
０
０
０
万
円
、
夫

婦
で
２
０
０
０
万
円
以
下
＝
申

請
の
際
に
本
人
と
配
偶
者
の
預

貯
金
な
ど
、
全
て
の
通
帳
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
８
月
以
降
の
認
定
の
更
新
申

請
に
つ
い
て
は
、
７
月
10
日
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。 ※2介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担額及び基準費用額。

※3介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の多床室の基準費用額。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

８
月
か
ら
変
更
に
な
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

ご
紹
介
し
ま
す

一定
以
上
所
得
者
の
利
用
者

負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

利
用
者
負
担
段
階
を

追
加
し
ま
す

ポイント1

ポイント2

多
床
室
の
居
住

費
と
負
担
限
度

額
認
定
の
要
件

が
変
わ
り
ま
す

ポイント3

HP

第
１
段
階

▽生活保護の受給者
▽本人、世帯全員と配偶者が
市民税非課税で、老齢福祉年
金の受給者

300円 820円 490円 490円
（320円・※2） 0円

第
２
段
階

▽本人、世帯全員と配偶者が
市民税非課税で、合計所得金
額＋課税年金収入額が80万
円以下の人

390円 820円 490円 490円
（420円・※2） 370円

第
３
段
階

▽本人、世帯全員と配偶者が
市民税非課税で、第1段階・第
2段階以外の人

650円 1,310円 1,310円 1,310円
（820円・※2） 370円

■費用の目安（基準費用額）
▽施設での食費・居住費の平均
的な費用を勘案して国が定める額

1,380円 1,970円 1,640円 1,640円
（1,150円・※2）

370円
（840円・※3）

利用者負担段階 食費
負担額

居住費負担額
ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室
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健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

◎この特集についての問い合わせは、男女共同参画課☎（632）2346へ。
◎戦没者などの遺族に対する特別弔慰金について、詳しくは、31ページをご覧ください。
◎宇都宮気象台　お天気フェア2015　▽日時　7月25日（土）午前9時30分～午後3時▽会場　宇都宮地
方気象台（明保野町）▽内容　気象台の見学、起震車（きしんしゃ）に乗って地震の体験、雲や竜巻など
の気象の実験、アメダスの器械や南極の氷に触れるなど。問宇都宮地方気象台☎（635）7260

▽
期
間
　
７
月
６
〜
10
日
、
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
。

▽
会
場
　
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
。

▽
内
容
　
平
和
を
願
う
鶴
折
り
。

折
紙
は
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
作
っ
た
「
折
り
鶴
」
は
、

平
和
親
善
大
使
に
よ
っ
て
広
島

平
和
記
念
公
園
の
「
原
爆
の
子

の
像
」
の
前
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

問
市
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
事
務
局
☎（
632
）２
３
４
６

　
戦
災
記
録
保
存
事
業
「
う
つ

の
み
や
の
空
襲
」
は
平
成
13
年

に
発
行
し
、
そ
の
後
絶
版
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
要
望

に
よ
り
再
販
売
し
て
い
ま
す
。

▽
販
売
場
所
　
清
明
館
（
本
丸

町
・
宇
都
宮
城
址
公
園
内
）、

上
河
内
民
俗
資
料
館
（
中
里

町
）、
旧
篠
原
家
住
宅
（
今
泉

１
丁
目
）、
と
び
や
ま
歴
史
体

験
館
（
竹
下
町
）、
文
化
課

（
市
役
所
12
階
）。

▽
内
容
　
第
２
次
世
界
大
戦
を

中
心
に
戦
前
か
ら
戦
後
の
復
興

ま
で
の
宇
都
宮
の
歩
み
を
、
貴

重
な
資
料
や
写
真
、
関
係
者
の

話
、
被
災
者
の
体
験
記
な
ど
に

よ
り
ま
と
め
た
も
の
。

▽
価
格
　
１
セ
ッ
ト
１
５
０
０
円
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
８

▽
日
時
　
①
７
月
８
〜
20
日
、

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
。
7
月

20
日
は
午
後
６
時
ま
で
②
７
月

22
日
〜
８
月
30
日
、
午
前
９
時

〜
午
後
７
時
。

▽
会
場
　
①
市
民
プ
ラ
ザ
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（

５
階
・
馬
場

通
り
４
丁
目
）
②
清
明
館
（
宇

都
宮
城
址
公
園
内
）。

▽
内
容
　
戦
災
記
録
保
存
事
業

に
よ
り
収
集
し
た
資
料
の
展
示
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
６

▽
期
間
　
７
月
18
日
〜
８
月
27

日
。
休
館
日
を
除
く
。

▽
会
場
　
南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容
　
宇
都
宮
の
戦
中・戦
後

の
写
真
パ
ネ
ル
展
示
。

問
南
図
書
館
☎（
653
）７
６
０
９

▽
期
間
　
７
月
12
日
〜
８
月
15

日
。
休
館
日
を
除
く
。

▽
会
場
　
中
央
図
書
館
（
明
保

野
町
）、
東
図
書
館
（
中
今
泉

３
丁
目
）、
南
図
書
館
、
上
河

内
図
書
館
（
中
里
町
）、
河
内

図
書
館
（
中
岡
本
町
）。

▽
内
容
　
平
和
関
連
の
本
な
ど

を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
や
平
和
資

料
リ
ス
ト
「
平
和
っ
て
な
に
」

の
配
布
。
中
央
図
書
館
で
は
、

宇
都
宮
の
空
襲
に
関
す
る
資
料

を
展
示
。

問
中
央
図
書
館
☎（
636
）０
２
３

１
、
東
図
書
館
☎（
638
）５
６
１

４
、
南
図
書
館
☎（
653
）７
６
０

９
、
上
河
内
図
書
館
☎（
674
）１

１
２
３
、
河
内
図
書
館
☎（
673
）

６
７
８
２

　
昭
和
20
年
７
月
12
日
深
夜
、宇
都
宮
に
空
襲
が
あ
り
ま

し
た
。市
で
は
、こ
の
日
を「
宇
都
宮
市
平
和
の
日
」に
、終

戦
日
で
あ
る
８
月
15
日
ま
で
を「
宇
都
宮
市
平
和
月
間
」と

定
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、こ
の
期
間
に
開
催
さ
れ
る「
平
和
」に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会

に
、「
平
和
の
尊
さ
」に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「宇都宮市平和のつどい」は、戦争の
悲惨さを後世に伝えるとともに、平和を
求める心を醸成し、平和の尊さに対する
意識の高揚を図るため開催しています。
　今年は戦後70年にあたり、宇都宮空
襲について、忘れてはいけない当時の状
況や思いを振り返ります。
▽日時　７月12日（日）午前９時30分～

正午。
▽会場　市役所14階大会議室。
▽内容　「14歳の少年の目に写った　とある田舎の終戦前後の
風景」と題した神田

こうよう

甲陽さんによる講演。宇都宮空襲の映像と
体験者による語り、雀宮中学校合唱部による合唱など。
▽定員　先着250人。
▽その他　２歳児～未就学児の託児希望者は、７月６日までに、
電話で、市平和のつどい実行委員会事務局（男女共同参画課
内）☎（632）2346へ。

平
和
へ
の
願
い

　平
和
の
日
と
平
和
月
間

宇都宮市平和のつどい
▶
講
師
の
神
田
さ
ん

▲市では、若い世代に、広島の原爆被害の実態と戦争の悲惨さを認識し、
平和の大切さを理解してもらうため、毎年市内の中学生を平和親善大
使として広島に派遣しています。写真は、平成26年度に派遣した25人。

「
う
つ
の
み
や
の
空
襲
」

販
売
中

図
書
館
に
平
和
資
料

コ
ー
ナ
ー
を
開
設

伝
え
た
い

「
戦
中・戦
後
の
く
ら
し
」展

平
和
を
願
う

折
り
鶴
コ
ー
ナ
ー

戦
災
記
録
保
存
事
業
報
告
書

う
つ
の
み
や
の
戦
災
展

参




